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◇新型コロナが５類になって一年 ◇  
   

  去年の５月８日、新型コロナは２類から５類へと引き下げられて 

行動制限が大幅に緩和されました。その結果、部活や学校行事など 

自粛することもなく、生き生きと自由に行動を楽しめるようになり 

ました。富士塾でも、宿泊研修が復活し、学習意欲の向上に大きく 

プラスになっています。今年も、九月頃に宿泊研修を行う予定です。 

詳細が決まりましたら、改めてお知らせします。 

 

 

☆個人アンケートについて☆ 

 
 富士塾の中学生クラスは、新年度の初めに２種類のアンケートを 

行います。１つ目は、生活習慣や学習意欲のアンケートで内申点に 

繋がるものです。２つ目は、個人の性格や潜在能力を分析し、将来 

どのような仕事に向いているかを十六タイプに分類するものです。 

このアンケートを元にして、中三クラスはゴールデンウィーク明け 

から生徒との個人面談を行います。面談では、「志望高校」を始め、 

「検定試験」や「これからやってみたいこと」、「達成したいこと」 

など、学習面だけでなく、それ以外に部活などでチャレンジしたい 

ことも含めて一緒に考えたいと思います。 

 人は、自分で決めたことにチャレンジし、達成しようと努力する 

ことで大きく成長することができると言われています。結果が失敗 

に終わったとしても、努力した経験は決して無駄にはなりません。 



その次の行動への力となってくれます。富士塾は、皆さんの成長の 

ための協力者として、いつでも応援しています。 

  

 

✍新年度がスタートして✐ 
 

令和六年度において、新しく変わることがいくつかあります。 

 一つ目は、小学生の教科書が改訂されたことです。とはいっても、 

 今回は小改訂ですので、大きな変化はありません。 

 ２つ目は、高校入試の学校推薦が無くなり、自己推薦制度に変わ 

るということです。ただ、自己推薦する生徒も含めて全員３月の 

一般入試を受験するということは分かっていますが、詳細につい 

ては分からず、正式な発表は６月頃になるということです。 

３つ目は、鏡原中の定期テストが４回から２回になるということ 

です。今年度において一番影響が大きいと思われます。 

定期テスト廃止は、すでに数年前から沖縄県の他の地区や他府県 

の中学校で取り入れられていて、賛否両論いろいろな意見があり 

ます。子どもたちの学習意欲を引き出すためのポイントは、単元 

テストや小テストの実施の仕方と、自主的な再テスト制度を導入 

して内申点にプラスできるかどうかだと思います。 

この１年間の流れをしっかり見ながら、塾としてどう対応できる 

か検討していきたいと思います。 

 

◇五月予定行事◇ 

▽那覇ハーリー    … 三日  

▽那覇地区中体連①② … 二十五日・二十六日        

  


